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はじめに 

 政策評価を的確に実施するためには，現在評価に用いている指標が，施

策の社会的効果や成果を表す客観的な成果指標になっているのか，指標の

評価基準が一面的画一的でないか，また目標値の設定は，適切に行われて

いるかなどの観点から検証を行うことが必要です。 

 

適切な指標を設定することは，評価そのものの「適正さ，正確さ」にも

つながります。 

「どのように客観指標を設定すればよいのか」，「目標値の設定はどのよ

うに行えばよいのか」という疑問を解決するため，また，現在設定してい

る指標の適正さを再点検していただくために，本マニュアルを活用してく

ださい。 

 

 

 

※ マニュアル内に記載のある指標例や数値については， 

すべて考え方の例として提示するもので，実際とは異な 

るものもあります。 
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政策や施策の評価は，客観的かつ公平な評価でなければなりません。しかし，言葉や 

 イメージだけで的確な評価を行うことはできません。 

 そこで，各施策の目的，意図を明確にはっきりと表現し，成果をとらえられるような 

「指標」と「目標値」を「数値」で設定することにより，過去の数値や他の自治体，民 

間と比較をしながら，適正な評価を行うことができるのです。   

  

 

 
  

  では，具体的に，施策評価を行ううえで，どのような指標を選定すればよいのでしょ 
 うか。以下で，指標の選定方法をフローチャートに沿って紹介します。 
  

施策評価指標の選定フローチャート 

 

＜その１＞施策にふさわしい指標の候補をリストアップします。 

 
 

＜その２＞次に，条件Ａに照らして，＜理想的な指標＞を探します。 

条件Ａは「理想的な指標の条件」であり，必要条件ではないので，指標

を選定する際の順位付けの参考にします。 

 
 
 

☆条件 A 

①施策の目的を明確に表現できる指標（Ｐ４） 

②市が関与している指標（Ｐ５） 

③長期的に使える指標（Ｐ６） 
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＜その３＞次に，条件Ｂに照らして，＜設定にあたっての必要条件＞を満たして

いるかどうかを確認します。 

 

 
 
 

以上の条件Ａ・Ｂから，指標を３指標以上５指標以内（原則）で設定して 

ください。 

 
 
 
以上の＜その 1＞から＜その３＞までの流れに沿って，指標を選定していきます。 

   
 

次に，上記に記した指標の条件＜理想的な指標①～③＞と＜設定にあたっての必要条件④， 

⑤＞について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆条件Ｂ 

④データ収集が容易な指標（Ｐ６） 

⑤目標値が設定できる指標（Ｐ７） 
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～理想的な指標の条件～ 

①施策の目的を明確に表現できる指標 

 行政活動の指標化にあたっては，行政活動を「投入（インプット）」「結果（アウトプッ

ト）」「成果（アウトカム）」に分類して考えることが，役に立ちます。 
 

   成果（アウトカム）は，市民からみた行政活動の効果であり，市民にとって「分かりや

すい指標」とは，成果（アウトカム）を指標化したものです。施策評価においては，成果

（アウトカム）指標を設定するように努めてください。 
 
   また，指標名はできるだけ専門用語を使わずに，市民に「分かりやすい」ように表現を

工夫してください。 
   

「分かりやすい指標」の設定は，「分かりやすい市政」を実現する広報ツールにもなり

ます。 
 
 

 

行政活動の流れのイメージと各指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①投入 

（インプット） 

②執行過程 

（プロセス） 

 

③活動 

（アウトプット）

④成果 

（アウトカム） 

投入（インプット）

指標 

 

行政活動の投入を 
表す指標 
例）ヒト 

（人・時間） 
カネ（予算） 

執行過程 

（プロセス） 

 

事務事業の 
実施 

活動 

（アウトプット）

指標 

行政活動の結果を

表す指標 
＜行政活動の指標

との因果関係が把

握できるため，主

に事務事業評価に

おいて活用＞ 

成果（アウトカム）

指標 

 
行政活動の成果を

表す指標，行政活

動の結果によっ

て，アウトプット

の結果として，市

民が受ける効果を

示す指標 
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＜指標名を分かりやすく表現した例＞ 

指標名（改善前） 表現を分かりやすく工夫した例 

京都市流入人口   京都市外に住み，京都市へ通勤，通学している人の数 

人権侵犯事件受理件数   人権が侵された事件の受理件数 

緑被率   空から見た京都市の土地に緑が占める割合 

 
 

②市が関与している指標 

    施策指標については，市政やその他の要因が，どの程度関与しているかを把握してくだ

さい。 

  

   施策指標は，市の行政の関与があるものとしてください。 

 

＜市の行政の関与のある指標例＞ 

指標名 市の行政の関与 市以外の要因 

環境保全基準達成率（水質） ・下水道の整備 
・河川浄化施設の整備 

・降雨量 
・企業における産業排水処理 等

事業所開業率 ・開業のための経営相談，

融資斡旋等 
・景気  等 

 

 

 

指 標 例 

・ 事業費（円） 
・ 技術投入時間 

（時間） 

【事業１】 

道路改良の実施 
道路改良延長（km） アクセス時間短縮（分）

・ 事業費（円） 
・ 警察官投入時間 

（時間） 

【事業２】 

防犯パトロールの

実施 

パトロール回数（回） 犯罪発生件数（件） 

・ 事業費（円） 
・ 職員投入時間 

（時間） 

【事業３】 

手話講習会の開催 

・講習会開催回数（回）

・講習会参加人数（人）

・資格取得者数（人） 
・ボランティア登録者

数（人） 
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③長期的に使える指標 

 

市民の暮らしの状態，京都市の社会状態を表すもので，「長期的に使える」（１０ 

～２０年程度使える）ものとしてください。 

 

他の要因により変動するもの（不安定なもの）は使わないでください。 

 

ただし，その後の市政運営をとりまく状況の変化（社会経済情勢の変化，上位計 

画となる国等の施策方針の変更など）により，施策の指標としてふさわしくないと 

判断された場合は，柔軟に更新することとします。その場合には，政策評価担当部 

局（総合企画局政策推進室政策企画担当）と調整してください。 

 
 

＜長期的に使えない，安定性のない指標例＞ 

指標の性質 悪い指標例 
指標の要素が変わる指標 ・危険箇所整備率（＝整備済み箇所数／危険指定

箇所数）⇒毎年指定地が変動するため不適 

 
・ 大学を卒業して進学する人数 
  ⇒ 毎年絶対数が変動するため不適 

    指標として採用するなら「進学率」とす

べき 

一定期間や一時点の社会経済活動等

の状況を示し変動する指標 

・為替レート・物価指数・新車登録台数 

・住宅建設着工戸数 
 
 

～指標設定にあたっての必要条件～ 

 

④データ収集が容易な指標  

既存の統計や調査などによって，データ収集ができる指標で， 

できれば毎年調査が実施されており，経年変化の分かる指標とし 

てください。 

 

 

 

 

 



 

7

 

⑤目標値が設定できる指標 

  施策指標については，目標値が設定できることが必要です。 
 公表を前提として，目標値設定の根拠が整理できることが必要となります。 

 
  指標については，②で説明したように，市民の視点からみて，分かりやすい指標としてく 
ださい。 

 

（参 考）施策評価の目標値と事務事業評価の目標値との比較 

 目標値を設定するうえでの視点 

施策評価 

の目標値 
成果指標（アウトカム指標）などにより，市民の視点から分かりやすい。

 
例） 
執行：「道路改良の実施」 
    ↓ 
活動指標：「道路改良延長（㎞）」 
    ↓ 
成果指標：「アクセス時間短縮（分）」  

 

事務事業評価

の目標値 

事業の整備量など活動指標（アウトプット指標）を数値化するため，行政

活動と指標との関係が明確であり，事業の進ちょく状況の把握ができる。

 
例） 
執行：「講習会の実施」        
    ↓ 
活動指標：「講習会参加人数（人）」 
    ↓ 
成果指標：「資格取得者数（人）」 

 
 
※事務事業評価についての指標と目標値設定の詳細な説明については，事務事業評価実施の手

引き内の「目標達成度評価に係る指標と目標値の設定マニュアル」（行政改革課のイントラホ

ームページ内に掲載）をご覧ください。 
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指標設定にあたってその他の重要なポイントＱ＆Ａ 

 

Ｑ１ 指標はいくつ設定すればよいのか？ 

 

Ａ１ 指標の数は，分かりやすさという観点から，多すぎるのは好ましくないため，一施

策あたり原則として３指標以上５指標以内で設定してください。 

 

Ｑ２ 準指標とは何か？ 

 

Ａ２ 施策の成果は様々な形で現れるため，施策全体の状況を表す指標の設定が困難な場

合や，その指標だけでは十分に成果を表しているとはいえない場合には，必要に応じ

て補完するための指標を設定します。その指標を準指標（準指標以外の指標を主指標

という。）といいます。 

   準指標は，主指標を補完するものであり，準指標だけで構成される施策は認められ

ません。 
   また，指標名の記載にあたっては，準指標は，指標名の前に「（準）」を記載してく

ださい。 

 

Ｑ３ 新しい指標を設定する場合は，どうすればよいか？ 

    
Ａ３ 新たに適切と考えられる指標が設定できる場合（差替を含む）は，政策評価担当

部局（総合企画局政策推進室政策企画担当）と調整のうえ設定してください。 
    

指標の変更・差換については，慎重に行わなければいけませんが，政策評価が 
信頼度の高い制度となるためには，適切な指標の設定が重要な要素となります。施策

の目指すところを十分に検討していただき，常に望ましい指標の設定を追 
求してください。 
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 指標の設定が完了したら，次は目標値の設定です。 

 以下で，目標値の設定方法をフローチャートに沿って紹介し，その他各条件の説明， 

設定例についても紹介します。 
 

目標値設定フローチャート 

 

＜その１＞以下の項目について，目標値設定の考え方を整理します。 

 
 

☆考え方のポイント 

○施策の役割や位置付けはどうか？  

○施策に関連する時代の潮流や社会経済情勢はどう変化しているか？ 

○京都市の指標の数値はどのように変化しているか？ 

○市の水準はどうなっているか？  

○外的要因の影響度と今後の動きは？（外的要因に左右されるのか？） 

○参考となる上位計画・既存計画等はあるか？ 

（目標の設定に使えるか？使うことが妥当か？） 

○その他の要因はあるか？  

（市として積極的に取り組むべきか？市民ニーズは？重点施策か？） 
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＜その２＞上記で整理した内容を踏まえ，次にどのような類型の目標値に 

するのかを検討します。 

 

 

 

＜その３＞ 目標値設定 

 

 

では次に，上記＜その２＞で紹介した目標値の類型を見てみましょう。 

ここでは，京都市の平成 20 年度の政策評価結果から，実際の指標例を基に紹介します。 

 

①既存計画により算出する目標値 

  
市や国の既存計画に基づいて算出された目標値で，目標値として，一番理想的な類型で

す。 
 
○手 法   市の既存計画や国等の上位計画に基づき目標値を設定する。 

 

○適用条件 指標に関連する既存計画があり，市としてその計画に基づいて推進すべ 

き状況にある場合 

 

 

☆ 目標値の類型 

① 既存計画により算出する目標値（Ｐ１１） 

② トレンド（すう勢値）による目標値（Ｐ１２） 

③ 行政運営上指向的に設定する目標値（Ｐ１３） 

④ 外的要因の予測を踏まえた目標値（Ｐ１４） 
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指標例）防火水槽及び防火井戸整備数（基） 
施策名 「京都のまちの特色に配慮した災害に強いまちづくり」 
指標説明：整備した防火水槽及び防火井戸の数 
 

・前回数値：１６（１８年度）  
・最新数値：２０（１９年度） 

 
○ 考 え 方： 「京都市消防局震災消防水利整備計画」に，＜平成３０年度ま 
      でに２２５基設置＞という中長期目標が設定されており，この 

目標値に基づいて，単年度目標値（※）を設定 
 

 ☆19 年度目標値： 中長期目標値（２２５基設置）達成のために，当該年度に 
整備を予定する防火水槽及び防火井戸の数を算出 

 
平成１７年度までに３０基設置しており，残る整備数は  
２２５基－３０基＝１９５基 
１９５基／１３年（１８年度～３０年度）＝１５基  
よって，単年度目標値＝１５基 

 
 

（※）目標値については，単年度目標を割り出さず，中長期目標値で評価する場合も考え

られますが，できるだけ，単年度目標値を中長期目標値から割り出して評価を行って

ください。 

 

②トレンド（すう勢値）による目標値  

 
過去と現況の数値を踏まえて，これまでの状態が続けば，この水準でいくはずであ 

るという目安としての目標値 
 

○手 法   過去の数値と最新数値の延長により，将来目標値を推測する。 
 
○適用条件  社会経済情勢や財政状況等の変化が指標に影響しにくい，あるいはこれ 
      までと同様に推移すると予想される場合 
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指標例）配食サービスによる年間配食数 
施策名「高齢者とその家族の生活を支えるサービスの充実」 
指標の説明：京都市社会福祉協議会が実施する，高齢者への配食サービスによる 

年間配食数  
 
  ・前回数値：３７０，０００（１８年度）３５０，０００（１７年度）  
  ・最新数値： ３９０，０００（１９年度） 
（※数値については，概数で表しています） 

○考 え 方：配食サービスの伸びは，今後も同様に推移すると予想 
 

⇒ ☆目 標 値：前回数値×前回数値の伸び率（17 年度→1８年度） 
      ＝３７０，０００×１.０５７＝３９１，０９０  
 

 

③行政運営上指向型に設定する目標値 

 従来のトレンドや既存計画の目標値によらず，財政状況や市民ニーズ等の要因の変

化等を踏まえて意識的に設定する目標値 
 

○手 法   現状が低水準にあるので，平均レベルを目標値とする。 

世界一，日本一等の数値を目標値として設定 

 

○適用条件 一定水準（全国平均等）を目安として市の目標を設定する場合 

      市の役割の検討を踏まえ，施策の目標を設定する場合 

 

 
指標例）消費生活相談解決率（％） 
施策名 「消費者が自立し安心してくらせるまちづくり」 
指標説明：消費生活相談に寄せられる苦情件数のうち解決に至った割合 
 ・前回数値：９９．９（１８年度）  
・最新数値：９９．９（１９年度） 

 
○考 え 方： 全案件の解決のため，１００％を目標とする 

 
☆目 標 値： １００％ 
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あ④外的要因の予測を踏まえた目標値 

→ 経済情勢や産業構造等の外的要因の大きな変化が予想され，施策への影響が大き

い場合，外的要因の変化を踏まえて算出する目標値 
 

 
○手 法 外的要因の変化を予測し，その影響度を把握したうえ，構成事業等の施策 

目標への寄与度により複合的に目標値を推測する 

 

○適用条件 経済情勢や産業構造，財政状況等の外的要因の大きな変化が予想され， 

施策への影響が大きい場合 

 

○施策を構成する事業への取組方針 大きな外的要因の中で，施策の重要度に応じた事業

展開が図れるよう，市として取り組む 

 

 
また，外的要因の変化により，目標値が固定で，下記例のような場合も考えられま 

  すが，評価基準の変更については，慎重に行わなければなりません。 
   
 
   
指標例）老人クラブ会員数（数） 
施策名「高齢者や障害のあるひとが積極的に社会参加できる機会の提供」 
指標説明：京都市が適正クラブであると認定している老人クラブに加入している会 

員数 
 ・前回数値：６６,７２１（１８年度）  
・最新数値：６５,０９３（１９年度） 

 
 
 
 
○考 え 方：高齢者の生活形態及びニーズの多様化により会員数は減少傾向 

にあるため，全年度会員数を１００％とした今年度の会員数を 
評価する。 

 
☆目 標 値： ６６,７２１（前年度会員数） 
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目標値の設定例 

 
例として，「ボランティア登録者数」の指標の目標値を設定 

  します。これは，「ボランティア活動参加への気運を醸成し，活動 

   を推進する」という施策（例）をあらわす指標だとします。 
 

 

 

 

その 1 目標値設定の考え方の整理 

 

○施策の役割･位置付け，社会経済情勢等の変化からみてどうあるべきか？ 

ボランティア活動の推進のためには，市民のボランティア活動参加意欲を高めることが前提

として必要であり，今後公共サービス供給の新しい担い手を育てる意味で，さらに推進すべき

である。         ⇒ 行政運営上指向的に設定する目標値の可能性 

○京都市の指標の数値はどう変化しているか？ 

平成 17 年 4 月（６,５００人），18 年 4 月（７,１００人），19 年 4 月（７,６００人）と数

字は着実に伸びており，今後も伸ばすべきである 
⇒ トレンドによる目標値設定の可能性 

○ 都市の水準はどうなっているか？  

全国データはなく，他の水準と比較できない。  

○外的要因の影響度と今後の動きは？ 

外的要因として次のことが考えられる。 
「災害による一時的なボランティア意識の高まり」 
 ⇒ 災害発生により一時的に意識は高まるが，予測ができないため，大きく変化しない

であろう。 
「経済不況による企業のボランティア活動に対する支援の撤退」 
 ⇒ 経済の好転が予想されるが，支援への影響は少ないであろう。 

              ⇒外的要因の予測を踏まえた目標値設定の可能性はない。 

 

＜参考＞ 
・指標名：ボランティア登録者数 
・指標の意味：ボランティア活動の参加状況を示す指標 
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○参考となる上位計画・既存計画等はあるか？  

参考となる上位計画・既存計画等はない。 
⇒既存計画により算出する目標値ではない 

 

その２ 目標値の設定基準の検討 

その１のチェックにより，「トレンド型」で目標値を設定することとする。 

○目標値設定基準 

「ボランティア保険」の保健加入者数をボランティア活動参加の施策指標とし，過去 5 
年間の伸びと同様に推移するものとして，平成 20 年度目標値を設定する。 
 

＜理由＞ 

 ボランティア登録者を正確に把握することは困難であるが，ボランティア活動の際に必ず

加入する「ボランティア保険」の登録者数をボランティア活動の参加者数とみることについ

ては，一定の信頼性がある。 
 過去５年間の数値が着実に伸びており，今後も施策の推進が必要なことから同様の伸び率

で目標値を設定する。 

その３ 目標値の設定 

    過去５年間の数値から，目標値を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H12 

８,０００人（目標値）

H15 H20 

２,０００人 

５,０００人 
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○データがないなど，目標値設定フローに基づいて設定できない場合はど

うすればよいのか。 

 
上記の場合は，次の２つのケースが考えられます。 

 
① 別の指標（代替指標）を用いる場合 
② 事業実施過程でのデータの収集を検討する場合 

 

① 別の指標（代替指標）を用いる場合 

その１：寄与度の高い事業の成果指標（アウトカム指標）を用いる 
その２：指標の意味を別の角度で捉え，データ収集可能な別の指標に置き換える 
 
という方法が考えられます。 

その１：寄与度の高い事業の成果指標（アウトカム指標）を用いる 

例として，「市民の健康づくり活動への支援」という施策（例）の指標をみてみます。 
 

① まず，施策の目的・意図および目標を確認します。 

目的・意図：市民の健康づくりを支援する。 

     目   標：急増する生活習慣病に対応するため，健康検診事業と禁煙講座事業を重

点的に実施する。 

 

① 条件Ａ（P２参照）より，上記の目的・意図及び目標から，「市民が生活習慣病にかか

る割合（％）」が施策の指標として本来望ましいと思われますが，このデータがない場

合，次のように構成要素を体系化します。 
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施策の客観指標：「市民が生活習慣病にかかる割合（％）」 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 条件Ｂ（P３参照）を満足し（データがあり目標値が設定できる），かつ寄与度の大き

い事業の数値目標により表現します。 

 

  ⇒ 施策の客観指標：健康診査の受診率     ：○％ 

            禁煙講座による禁煙成功者数：△人 

その２：指標の意味を別の角度で捉え，データ収集可能な別の指標に置き換える 

以下に例示します。 

指標 別の角度で捉えると・・・ データ収集可能な代替指標例

１）仕事と子育ての両立度 支援制度としての育児休業制

度の普及 

１´）育児休業制度普及率 

２）美術館来館者満足度 サービス・施設に満足した人は

リピーターとなる 

２´）美術館リピート率 

３）職業訓練適合度 職業に適合している人は転職

しない 

３´）就職後定着率 

４）歩行者空間の快適度 歩きやすくなれば多くの人が

通行する 

４´）歩行者通行量 

５）男女雇用機会均等化 

達成度 

従来女性が多かった職業に男

性が就く 

５´）男性保育士数， 

男性看護士数  

６）家庭の子育ての社会的

支援度 

支援サービスを提供するベビ

ーシッター事業者 

６´）ベビーシッター協会登

録サービス事業者数 

 

→ 代替指標が決まったら，目標値設定フローにて，目標値を設定してください。 

検診による発病率の低下 

      ↑ 

治療が必要な人のうち治療を受けた割合 

       ↑ 

再検査が必要な人のうち再検査を受けた場合 

       ↑ 

健康診査の受診率 

       ↑ 

健康診査開催数 

       ↑ 

＜健康診査事業＞ 

検診による発病率の低下 

      ↑ 

講座終了者の禁煙による発病率の低下 

       ↑ 

講座修了者の禁煙成功者数 

       ↑ 

講座修了者数 

       ↑ 

講座の受講者数  

       ↑ 

＜禁煙講座事業＞  

外的要因 

アウトプット指標 

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標 

代替指標の候補 
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②事業実施過程でのデータの収集を検討する。 

事業の実施の過程で，簡単なアンケート等により満足度，達成度等を

把握することで，目標値の設定できる指標を採用します。 

 

 

 

指標 データ収集方法の例 

１）研修の達成度 研修会終了時に簡単なアンケートを実施 

２）広報の有効度 広報誌の内容に対して，返信葉書・FAX で意見を聴取

３）イベントの有効度 イベント参加者に簡単なアンケートを実施 

 

→ データ収集が行えたら，目標値設定フローにて，目標値を設定してください。 

 

 

（参考）指標と目標値設定のための参考資料 

○ 行政評価関係のウェブサイト集 

      行政改革課のイントラネットホームページに以下のようなリンク集があります

ので，指標や目標値の設定に活用ください。 

 

 ・他都市の行政評価関係のページ 
 ・首相官邸（各種白書等が閲覧できます。） 
 ・電子政府（中央省庁関連の資料が充実しています。） 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


